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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1158 号 2026-10-8 

●子ども釣り大会 準備 9 月 30 日(水)・10 月 1 日(木) 

天気が良くなったので 9月 30 日(水)午前の事務局会議の後、13:30 分から通路や池周囲の雑草の

刈取り作業の実施で一致して、現場に着いてみるとワンドへの途中に水位が下がらずぬかるみで

軽トラックが前進も後退もできなくなり、急遽軽トラック(播川号・四駆)を救出に呼んでも脱出

できませんでした。田辺まで農業用トラクター(太田さん所有)をとりに帰っていただき救援が成

功して、救援活動で精いっぱいで皆さんの帰宅は 18 時前になって、この日の草刈りは予定通り進

まず救援に悪戦苦闘する結果になりました。翌日 1日に再度出かけてようやく魚釣り会場の準備

が出来上がりました。森島さん、太田さん、播川さん、有田さんこれまでに無い会場つくりへの

2日間の大奮闘ご苦労様でした。 

前日は秋晴れの天気でしたが、当日

は打って変わって雨が降る直前の空模

様で、受付を始めた頃から降り出し、

12 時半頃に止み、その後降ったり止ん

だりを繰り返した 1日となりました。 

今回は昨年と同じ組の募集で、受付

は 9月 25 日からの始まったのですが受

付終了宣言となる 9月 30 日には総勢

55 名・19 組の申し込みがありました。

7日間の短期間で多くの方が関心を持

って下さった喜びと共に釣り場所の確保が大きな課題になりまし

た。当日出席者は子供 25 人大人 22 人で、雲行きが非常に怪しい中

での開催でしたが予想以上の大勢の参加となりました。大部分が自

動車(自転車も数台)で来られていました。 

この日最も多く釣り上げた人は 4匹でした。釣り上げた魚は合計 15

匹で 9人が釣り上げを体験できました。また受付に観察水槽にモデ

ルの魚を展示してくれたのは大釜さんで、大サービスが効果を発揮

しました。また釣り道具一式を竹門先生が一人で 40 本の竿の準備を整え、釣り餌(ミミズ)も手配

いただき、事前準備のおかげで皆さんが楽しいひと時を経験出来ました。悪天候でしたが十分満

足できた第 3回子ども釣り大会でした。ご参加された皆さんは地元山城地域以外の大阪市や京都

市、奈良市の遠方からも参加されておられました。わずか 7日間の募集期間しかなかったのに申

し込まれていたことに大変驚きです。ご夫婦でお越しになった方に「里山の会の主力の皆さんは

80 才前後の方によって運営されるのでぜひあなた達若

い皆さんによる運営のために「会員」(年会費 2000 円の

負担)から社員(年間 1回の総会への出席責任がある)へ

の登録をお願いします」とお話したところ、快く了解を

頂き大変うれしい出来事でした。早速ご主人が濡れたテ

ントを駐車場まで運んで下さいました。 

2026 年 10 月 4 日(日) 

第 3 回 子ども釣り大会 まとめ 
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東南海地震は有史以来数百年を周期として発生してきました。その周期に差し掛かってき

ているといわれています。昔から地震 雷 火事 親父と恐ろしい出来事のトップに挙げ

られてきました。阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊本地震、能登半島地震と身近に大

きな震災が連続しています。この自然のメカニズムを改めて京都大学で地震を 40 年間研

究されてきた松波先生からお話をお聞きいたします。お手元のスライドを縦横にお示しい

ただき目からしっかり学びましょう。誰にもわかりやすいお話をとお願いいたしました。

結成 30 周年記念にふさわしい講演会になると思います。 
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京の川の恵みを活かす会 
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十月に咲く木津川の花 

ノイバラ メリケンカルカヤ 

カラスゴマ オオバクサフジ 

セイタカヨシ ツルヨシ 


